
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



工場ルポ No.360  粉体高速色替え塗装システムによる金属製品の塗装 さくら精機株式会社 

                             〒581-0814 

大阪府八尾市楠根町 2-61 
 

１．会社の沿革 

今回の工場ルポは、大阪府八尾市のさくら精機㈱を取材して紹介する。 

同社は、昭和 23 年 4 月に大阪市内で理科実験機器の製造を開始。昭和 36 年、本社･工場を現在地の   

八尾市に移転した。昭和 45 年、事務機器分野に進出。昭和 57 年、三重県名張市に名張工場(ボード類   

専用工場)を竣工(しゅんこう)。昭和 63 年、本社･工場を新築。平成 10 年に ISO9001 を、平成 12 年に

ISO14001 を認証取得。以降、ものづくりへの熱い情熱と高い技術力で、ハードからソフトまで幅広い  

製品を世に送り出している。 

本社･工場では、小中学校用教材･理科実験機器･学校用備品などの教育関連機器,オフィス家具･   

ホワイトボード･店舗用家具などのオフィス関連機器,業務用穿孔(せんこう)機･背貼(ば)り機(マーブル

貼機)･シートカッターなどの製本関連機器を扱う。また、三重の名張工場では、ホワイトボードなどの

ボード関連製品をメーンに製造を行う。同社では、企画･開発～板金･切削加工～塗装～組み立てまでの

一貫生産体制を敷く。 

取り扱う製品の数は膨大で、現在、1200 ものアイテムをコンピュータによる生産管理システムと   

社内情報ネットワークシステムにより、必要な時に、必要な量を、同一生産ラインで効率的に製造し、

短納期で対応可能なフレキシブルな生産体制を確立している。点数が多くなることによる煩雑性と  

スピーディーな生産を実現する効率性という相反する二つの課題を見事にクリアしている。 

今回は、同社の塗装の大部分を担う粉体塗装設備の老朽化,粉体塗料を吹き捨てていたことにより  

膨大な量を排出していた産業廃棄物および塗料使用量の削減,現在、9 色に及ぶ頻繁な色替えの時間短縮

を目的に、本年 5月より稼働を開始した粉体高速色替え塗装システムを紹介する。 

２．製造プロセスの概要 

50 種類以上の板金･切削機械で加工された金属やアルミの成型品は、1階の加工場からエレベーターに

より 3階の塗装場へと進行する。 

前処理および塗装ラインは連結している。 

塗装ラインの全長は,140m。 

運行速度は,1.1m/min。 

前処理･塗装工程を以下に示す。 

ハンガー掛け→脱脂→化成被膜→湯洗→湯洗→湯洗→純水洗→水切り乾燥(150℃×20min)→粉体塗装

→焼き付け乾燥(180℃×20min)→脱荷 

塗装後は 2 階の組み立て･梱包(こんぽう)の工程へと進行し、外観や膜厚などの厳正な検査を経て  

日本全国へと出荷される。 



３．新規粉体塗装設備の概要と導入メリット  

(1)塗装システムの概要  

新たに導入されたのは、昨年旭サナック㈱から上市された粉体高速色替え塗装システムである。 

平面状 のワークは、1レシプロ 2ガン×2基(対面式)で、箱状のワークは、側面用に 1レシプロ 2ガン,

底面用に 2 ガン(昇降が可能),内面用のロボット 1 ガンにより塗装される。ガンは、9 丁すべてにコロナ

オートガン X-3a が装着されている。 

補正ゾーンには、自動ガンの簡易的な制御盤が備え付けてある。補正マンが塗膜の状態を確認して  

膜厚等に問題があれば、ガンの前進･後退,吐出量,登録している塗装パターンをそのつど調整できる。 

特に、同社のような多彩なワークが流れてくる多品種小ロットの塗装を行う企業にとっては非常に便利

な機能と言える。 

(2)塗装データ  

現在、塗色は 9 色。主に、ペールグレー(薄いグレー),オフホワイトやサテン調の白色,シェード    

グレー(濃いグレー)を塗る。 

塗料は,エポキシポリエステル粉体塗料を使用。 

膜厚は,標準で 40～60µm をつける。 

(3)システム導入のメリット  

① 塗料の回収により、産廃量および塗料使用量が大幅に減り、コストダウンを実現。産廃量は、年間  

 約 3000kg から約 1800kg にまで削減できる見込みとなっている。 

② 塗装ブース壁面には、付着した塗料の剥離(はくり)性に優れた特殊樹脂パネルを採用。清掃性･     

 メンテナンス性が大幅に向上した。 

③ ブース内の清掃性･メンテナンス性の向上に加え、独自のブローノズルやパウダーステーションの   

 塗料吸引管自動清掃機構などの優れた機能により、時間に余裕をもった色替えが可能となっている。  

 同社では、将来的には 12 色まで塗色を増やす予定にしており、増色となっても充分な色替え時間を  

 確保でき、生産効率に影響は与えない。 

④ 塗着効率が格段に向上。高い平滑性と均一性で高品質な仕上がり肌を実現する。 

⑤ 補正作業が劇的に減ったことで、塗装作業の省人化と作業負担の軽減を実現した。 

 など、導入から 4 カ月、すでに多くのメリットを生み出している本システムは、同社の効率的な     

 ものづくりに大きく貢献している。 (町) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新型の粉体高速色替え塗装システムを導入した塗装ラインの概要 



 
 
 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲ハンドガンユニット ▲塗装システム：平面ワークは 1 レシプロ 2 ガン×2 基(対面式),
   箱物ワークは 1レシプロ 2ガン(側面)+2 ガン(底面･ 
   昇降可能)+ロボット 1ガン(内面)で塗装する。ガン 
   は X-3a を装着する。 

▲塗装ブースの外回り(左手前から、粉体塗装制御盤,サイクロン,
集塵(しゅうじん)機) 

▲焼き付け乾燥炉



 


